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ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム第１８回セミナー 報告書 

グループ名 ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム 

メンバー（役割） 統括：岐阜大学 

主催：ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム、十六銀行、岐阜 PPP/PFI 研究会 

共催：岐阜大学、岐阜県、岐阜市、日本政策投資銀行、十六総合研究所 

後援：内閣府、国土交通省、岐阜県商工会議所連合会、中部 PFI/PPP 研究会 

事務局運営支援：十六銀行、十六総研、岐阜 PPP/PFI 研究会事務局  

会場 岐阜大学サテライトキャンパスおよび Web セミナー：Zoom による配信 

日程 令和 4 年 7 月 15 日（金）13 時 30 分～16 時 30 分（受付 13 時 00 分～） 

テーマ 
「ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム」第 18 回セミナー 
県内 PPP/PFI 案件の更なる形成に向けた情報提供 

目的 昨年度に引き続き PPP/PFI 地域プラットフォーム協定締結しましたので、

令和 4 年度の第１回（通算 18 回）として、PPP/PFI に関する最新の情報や

PFI 事業各段階における課題や対応に関する事例等を紹介し、さらに、地域企

業における公民連携事業の取組みの紹介やその留意点について取りあげたセ

ミナーを開催しました。但し、新型コロナ禍を懸念し Web 方式とリアル方式

の併用開催といたしました。 

参加者の構成と人数 

岐阜県内市町村の実務担当者および民間事業者 
自治体・大学25名（13機関）【Web：21】【リアル：4】、 

民間事業者63名（31機関）【Web：26】【リアル：37】 

講師3名及び主催者代表1名【リアル：4】 合計92名 

 
フォーラム概要 

０．事務局よりセミナー開催にあたっての留意事項 

１．開会挨拶  

岐阜大学 高木教授 

 

２．講演 

【第１部：講演】 

〇PPP/PFI の最近の動向 

内閣府民間資金等活用事業推進室 企画官 佃 誠太郎 氏                                                             

〇概 要：  

・PPP/PFI 推進アクションプラン（令和４年改定版）について 

・岐阜県内の PFI 実施状況と内閣府の支援施策について 

〇Q＆A の概要： 

・（Q）小規模コンセッションの可能性について 

・(A)内閣府 PFI 推進室では、利用料金制の案件は、すべてコンセッションが

可能であると思っている。小規模案件でも十分に可能性はある。  
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【第２部：講演】 

〇PFI 事業の各段階における課題と対応策について 

内閣府ＰＰＰ／ＰＦＩ専門家 パシフィックコンサルタンツ株式会社 

社会イノベーション事業本部ＰＰＰマネジメント部 

    ＰＦＩマネジメント室 室長  尊田 美和子 氏 

 〇概 要：  

 ・PPP/PFI とは 

 ・PFI の実施状況 

 ・PFI 事業の疑問、課題 

 ・サウンディング調査 等 

〇Q＆A の概要： 

・（Q）代表企業が破綻した場合、代表者をかえることに、行政側は抵抗感があ

るのではないか？ 

・（A）失敗することを過度に恐れている。どうやったらスムーズに進めること

ができるかを理解すること。失敗をネガティブにとらえない。失敗した場合の

スキームを作っておくこと。 

・（Q）サウンディング後に随意契約型とするのか？ 

・（A）実際にあるが、サウンディング自体に法規制がないので、建付けの問題

である。流山市で事例がある。地方自治法という法律上の制度の運用を検討す

ることが必要である。 

・（Q）議会との調整や議員へのレクチャーが必要ではないか。 

・（A）議員も勉強して欲しい。議員は住民の代表であるので彼らの意見が民意

である。専門家派遣の一環で、行政実務者派遣があるので、これを活用して欲

しい。 

 

【第３部：講演】 

〇地域の企業における公民連携事業の取組みについて 

一般財団法人ローカルファースト財団 理事長 

亀井工業ホールディングス株式会社 代表取締役 亀井 信幸 氏 

〇概要 

・ローカルファーストとの出会い 

・ローカルファーストは、人々をより幸せにし、

日本を豊かにする価値観 

・地域から見た PPP/PFI の必要性とあるべき姿 

・地域主導による PFI 柳島スポーツ公園整備事業 

〇Q＆A の概要： 

・（Q）地方創生、地域循環などローカルファーストを自治体へ浸透させる方法

は？ 

・（A）行政の若手職員や商工会議所の若手と WS をしたり、地道な活動が重要
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である。本日の講演もその一環である。 

・（Q）ご講演の中の案件の敗因はなにか？ 

・（A）文化会館と庁舎の間の空地の活用に関する事業であるが、コンベンショ

ンとホテルが必要であると商工会議所をあげて取り組んだが、あるホテルだけ

誘致された。これは、市所有地の賃料が高かっただけという理由であった。 

・（Q）ローカルファーストにおける「行政の本気度」について、もう少し詳し

くお聞きしたい。 

・（A）ポイントは、民間が本気になって、行政に意見を言うことである。 

 

Web の画像（プリントスクリーン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．アンケート結果 

・別添の通り 

・今後の課題 

音声の乱れあり 

 

3



ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム第１９回セミナー 報告書 

グループ名 ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム 

メンバー（役割） 統括：岐阜大学 

主催：ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム、十六銀行、岐阜 PPP/PFI 研究会 

共催：岐阜大学、岐阜県、岐阜市、日本政策投資銀行、十六総合研究所 

後援：内閣府、国土交通省、岐阜県商工会議所連合会、中部 PFI/PPP 研究会 

事務局運営支援：十六銀行、十六総研、岐阜 PPP/PFI 研究会事務局  

会場 岐阜大学サテライトキャンパスおよび Web セミナー：Zoom による配信 

日程 令和 4 年 11 月 18 日（金）13 時 30 分～16 時 30 分（受付 13 時 00 分～） 

テーマ 
「ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム」第 19 回セミナー 
県内 PPP/PFI 案件の更なる形成に向けた情報提供 

目的 昨年度に引き続き PPP/PFI 地域プラットフォーム協定締結しましたので、

令和 4 年度の第２回（通算 1９回）として、PFI 実務担当者から経験談や PFI
事業の留意点などのアドバイスを実施するとともに、案件形成に資するため、

県内の自治体から現在検討中のＰＦＩ事業について、報告と公開型のサウンデ

ィング（ワークショップ）を開催しました。但し、新型コロナ禍を懸念し Web
方式とリアル方式の併用開催といたしました。 

参加者の構成と人数 

岐阜県内市町村の実務担当者および民間事業者 
自治体・大学48名（18機関）【Web：23】【リアル：25】、 

民間事業者76名（36機関）【Web：32】【リアル：44】 

講師5名及び主催者代表1名【Web：１】【リアル：5】 合計130名 

 
フォーラム概要 

０．事務局よりセミナー開催にあたっての留意事項 

１．開会挨拶  

岐阜大学 高木教授 

 

２．第 1 部講演 

PPP/PFI ストーリー 

～PPP の実務担当者の経験・反省から、皆様にお伝えしたいこと～ 

富山市教育委員会事務局 学校再編推進課長 山口 雅之 氏  60 分 

質疑応答  10 分 

３．第２部 報告 

①瑞浪駅周辺まちづくりにおける駅北地区複合公共施設の整備について 

 瑞浪市 15 分 

②恵那市屋内遊戯施設の整備について            恵那市 15 分 

③道の駅半布里の郷とみかの拡充基本構想について 

富加町 オンラインからの報告 15 分 

高木教授 富山市山口氏 
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４．第３部 ワークショップ 

会場①瑞浪駅周辺まちづくりにおける駅北地区複合公共施設の整備について 

会場②恵那市屋内遊戯施設の整備について 

各会場 50 分 

 

 

 

 

 

 

 

〇ご講演に対する Q＆Aの概要： 

・（Q）ご説明内のグループワークの講師はどなたでしょうか？ 

・（A）国土交通省 PPP サポーターの方（具体的なお名前）で、国土交通省に相

談しご紹介を受けた。 

・（Q）学校統廃合跡地活用は、市の中心施設でしょうか。住民のとりまとめが

難しい中、自治体の苦労はありますでしょうか？ 

・（A）都心地区で民間が活用しやすかった場所である。しかし、民間の中には

商業圏の中で必ずしも商売をしようとしていない。中山間地域のドラックスト

アなど地域の課題解決に少しでも協力したいと思っている企業もある。跡地活

用の場合には、民間とのネットワークが大切であり、富山市に興味をもっても

らうことが重要である。よって都心以外にも可能性はある。 

・（Q）地域の意見を取りまとめる際に、地元では声の大きい人の意見が通って

しまいますが、多くの意見を取りまとめるための工夫はありますでしょうか？ 

・（A）地域のステークホルダーの方々とワークショップを実施している。コー

ディネーターは市の職員ではなく、客観的な専門の方に依頼している。30人か

ら 40 人のニュースレターの全戸配布。ステークホルダーの選択が重要で、反

対の意見の人も入れてコーディネーターが取りまとめれば反対が少ない。 

 

５．アンケート結果 

・別添の通り 

・今後の課題：音声の乱れあり 

Web 参加者のアンケートの回収率アップ 

 

瑞浪市 恵那市 富加町 

会場① 会場② 

会場②の WS 結果 
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ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム第２０回セミナー 報告書 

グループ名 ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム 

メンバー（役割） 統括：岐阜大学 

主催：ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム、十六銀行、岐阜 PPP/PFI 研究会 

共催：岐阜大学、岐阜県、岐阜市、日本政策投資銀行、十六総合研究所 

後援：岐阜県商工会議所連合会、中部 PFI/PPP 研究会 

事務局運営支援：十六銀行、十六総研、岐阜 PPP/PFI 研究会事務局  

会場 岐阜大学サテライトキャンパスおよび Web セミナー：Zoom による配信 

日程 令和 5 年 2 月 17 日（金）13 時 30 分～16 時 30 分（受付 13 時 00 分～） 

テーマ 
「ぎふ PPP/PFI 推進フォーラム」第 20 回セミナー 
県内 PPP/PFI 案件の更なる形成に向けた情報提供 

目的 昨年度に引き続き PPP/PFI 地域プラットフォーム協定締結しましたので、

令和 4 年度の第 3 回（通算 19 回）として、内閣府 PPP/PFI 専門家から包括

管理（道路、ハコモノ）に関する PPP/PFI 事業の活用事例や留意点などのア

ドバイスを頂きました。但し、新型コロナ禍を懸念し Web 方式とリアル方式

の併用開催といたしました。 

参加者の構成と人数 

岐阜県内市町村の実務担当者および民間事業者 
自治体・大学13名（8機関）【Web：10】【リアル：3】、 

民間事業者73名（36機関）【Web：40】【リアル：33】 

講師2名及び主催者代表1名【リアル：3】 合計89名 

 
フォーラム概要 

０．事務局よりセミナー開催にあたっての留意事項 

１．開会挨拶  

岐阜大学 高木教授 

 

２．第 1 部講演 

道路包括的維持管理にかかわる PPP/PFI の活用事例と留意点 

内閣府ＰＰＰ／ＰＦＩ専門家 （日本工営（株）) 

建設コンサルタンツ協会・アセットマネジメント専門委員会 副委員長  

藤原 鉄朗 氏 70 分 

                                                    質疑応答  10 分 

３．第２部講演 

公共施設の包括管理について 

内閣府ＰＰＰ／ＰＦＩ専門家 （八千代エンジニヤリング（株）） 

建設コンサルタンツ協会・ＰＦＩ専門委員会 副委員長  

奥平 詠太 氏 70 分 

                                                 質疑応答  10 分 

高木教授→ 
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〇ご講演に対する Q＆Aの概要： 

【講演１に対して】 

・（Q）市域の道路包括の場合、県道も国道も一緒に管理したほうがよいのはな

いでしょうか？ 

・（A）維持管理のうち除雪などは一体的に取り組む必要があるが、予算の分け

方が課題となる。また、県道等の苦情も一旦は市に入り、県へ連絡することに

なる。 

・（Q）道路状況の把握は、どのようにしたらよいでしょうか？ 

・（A）ＡＩと道路画像を使って、道路状況を把握している。地下にある下水道

より把握しやすい。また、新技術により定期的に監視し、整理できるようにな

ってきた。 

・（Q）新技術はどこで入手できますでしょうか？ 

・（A）メーカーやドラレコ会社、最近では、建コンがごみ収集車に取り付けて

入手した事例もある。乱立ぎみで共有できればと思う。 

・（Q）地域の自治会長との対話はありますでしょうか？ 

・(A)地域の方々へは、オープンデータとして、みんなで見られることが重要

である。 

【講演２対して】 

・(Q)修繕を入れることで事業をおおきくなるのでメリットになるのでは？ 

・(A)使用している人と修繕の人の意識が違っており、使用する人は大事に使

おうとする意識がはたらけばよいが、そうでない場合などは、修繕が固定化さ

れている現状では、民間がリスクをどこまで負えるか課題になる 

・(Q)明石市は、清算払いか。・（A）きちんと支払うことになっている。運営者

と修繕と一体化したところが包括である。 

・(Q)都市ＯＳの状況は？・（A）商業施設や駅等で導入されている。在庫管理ま

で実施しているところもある。 

４．アンケート結果 

・別添の通り。参考になったと好評。・音質がよくない等の課題が残る。 

 

会場→ WEB 画面↓ 

藤原氏→ 奥平氏→ 
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